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認知症の人とあゆむ会 

〒026-0052 岩手県釜石市小佐野町 3-9-1 

事務局：はまゆり在宅介護支援センター内 

℡：0193-25-0650／Fax：0153-23-1415 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

             
 

 

 

 

活動予定 

☆ つどい定例会（対象：正会員・準会員） 

・1 月 25 日（土）13：30～15：00 

※ 会場：鵜住居サポートセンター 

☆ 小規模定例会（対象：正会員のみ） 

・ 2 月 20 日（木）13：30～15：00 

・ 3 月 20 日（木）13：30～15：00 

※ 会場：小佐野コミュニティセンター1 階 

 

 平成 25 年 12 月 25 日（水）せいてつ記念病院

大会議室にて、平成 25 年度認知症介護講演会と

して「原因疾患別にみた認知症の治療と介護」の

テーマで開催され、介護をされている家族の方々

等多数参加されました。 

医療編として講師に、はまと神経内科クリニッ

ク院長濱登文寿氏をお招きし、認知症の原因疾患

と治療についてご講演頂きました。認知症という

のは病気によって生じる症状の総称であり、病名

ではないことや認知症の原因疾患は多数あり、中

でもよく知られるアルツハイマー病、血管性認知

症、レビー小体型認知症、前頭側頭性認知症につ

いてその特徴や治療についてのご説明に皆聞き

入っていました。 

続いて、介護編として介護老人保健施設フレー

ルはまゆり看護師長の久保奈穂氏より原因疾患 

別にみた症状の特徴と対応についてお話があり

ました。フレールはまゆりの認知症専門棟には、

様々な認知症状の方が入所しており、その症状

に合わせた接し方を行っていることや、怒った

り責めたりせず、本人が安心できるコミュニケ

ーションを心がけることで、行動も感情も落ち

着くという内容でした。参加者の方々も講演を

通して大いに学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

講演会の様子 

平成 25 年 10 月 21 日にあいぜんの里にて、

認知症の人とあゆむ会つどい定例会を開催し、

毎回行っているミニ講座の中で、あいぜんの里

有志による劇団「認知症お助け笑激暖」による

寸劇を披露して頂きました。平成 22 年 10 月

にあいぜんの里有志で発足した劇団で、団員数

は 15 名で構成され、認知症の人が住みなれた

地域で安心して暮らしていけるよう、地域に認

知症に対する正しい知識を広めるために、わか

りやすく寸劇を通して啓蒙活動を行っている

劇団です。釜石市内の小学校や福祉系職員を対

象とした研修会、市役所の依頼による勉強会等

で寸劇をし幅広く活躍しています。 

 当日は幸せな家族の中で、少しずつ認知症が

進行し苦しんでいる祖母を、最初は理解の無か

った家族が徐々に認知症を理解し、祖母が幸せ

な人生を全うするという内容でした。参加者の

会員や市役所の職員はその寸劇を自分の家族

に重ね、皆一様に涙すると共に温かい気持ちに

なって会場を後にしました。 

 成年後見制度とは、本人が認知症や知的障がいに

より、判断能力が不十分となった場合に、預貯金や

不動産などの財産管理、施設入所などの契約の締結

などの法律行為を、本人に代わって行なう者を選出

して、その利用者が不利益を被らないように支援す

る制度です。成年後見制度には、家庭裁判所が選任

する法定後見制度と事前に本人が選任して契約を

取り交わしておく任意後見制度があります。 

 

記事：認知症の人とあゆむ会 事務局 川崎達巳 

ミニ講座 


